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●
町
長
・
教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
条
例
中
改
正

　
　

平
成
30
年
人
事
院
及
び
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
よ
る
職
員
給
与

条
例
の
改
正
に
伴
い
、
町
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
改

正
。

●
職
員
給
与
条
例
中
改
正

　
　

平
成
30
年
人
事
院
及
び
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
よ
る
職
員
給
与

条
例
の
改
正
で
、
主
に
初
任
給
の
引
き
上
げ
や
勤
勉
手
当
の
率
の

変
更
、
扶
養
手
当
の
見
直
し
等
を
行
う
。

　

■
条
例
の
制
定
１
件

●
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例
の
制
定

　
　

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
よ
る
寄
付
金
を
、
よ
り
効
果
的
に

事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
基
金
を
設
置
す
る
条
例
を
制
定
。

　

■
条
例
の
改
正
３
件

●
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正

　
　

寺
所
地
区
の
飲
料
水
供
給
施
設
の
水
源
が
枯
渇
し
、
隣
接
す
る

岩
下
簡
易
水
道
か
ら
給
水
す
る
た
め
、
給
水
区
域
等
の
変
更
を
行

う
。 　

平
成
30
年
第
４
回
（
12
月
）
定
例
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の
改
正
３
件
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
２
件
、
特
別
会
計
補
正
予
算
12
件
、
町
道
路
線
認
定
１
件
、
同
意
１
件
、
諮
問
１
件
の
、
22
議
案
が

提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条例の制定１件・条例の改正３件条例の制定１件・条例の改正３件

平成31年２月１日発行　第54号 2

平成 30 年度 一般会計補正予算一般会計補正予算（万円未満は四捨五入）

収入支出の補正額は
補正額　　　１億2,017万円
総　額　127億1,935万円

国庫支出金 605 万円
県 支 出 金 262 万円
繰入金（財政調整基金より）
 2 億 3,688 万円
諸　収　入 △ 1 億 2,500 万円
町　債（借入金） △ 90 万円

収
入
の
お
も
な
内
訳

教　育　費
大塚町民プール擁壁改修工事費 1,616 万円
小中学校特別教室エアコン設置工事設計委託料
 398 万円
山保農村広場防球ネット修繕費 243 万円
市川中学校体育館玄関・軒天修繕費 99 万円
六郷育英奨学基金積立金追加 50 万円
六郷弓道場跡地・フェンス等設置工事費
 425 万円

土　木　費
篭鼻川浦線用地測量・土地購入・建物補償費追加
 4,198 万円
狭あい道路工事費追加 1,450 万円
町道宮原一本松線工事費追加 400 万円
町道矢作上野線改良ＪＲ工事協定負担金更正
 △3,834 万円
公共下水道事業特別会計繰出金更正 △1,575 万円
町道維持修繕工事費更正 △　400 万円

 総　務　費
ふるさと納税関係事業費追加 1,498 万円
若者定住促進住宅補助金追加 282 万円

 民　生　費
市川大門児童館用地取得費（土地開発基金から）
 1,818 万円
町外私立、公立施設保育所委託料追加 1,512 万円

農林水産業費
特定鳥獣捕獲実績謝礼追加 131 万円

消　防　費
耐震性貯水槽工事費追加 75 万円

災害復旧費
公共土木施設災害復旧費 804 万円
農林水産施設災害復旧費 679 万円

支出のおもな内訳

いちかわみさと議会だより3

※繰入金　会計の収支不足を補うために、他の会計や積立金（基金）から充てられる資金。

※繰出金　主に一般会計から特別会計に対して、不足を補うために支出される資金。

※更　正　実績などにより経費が少額で済んだ場合、予算を減額すること。



報告報告 質疑の一部を
要旨のみ掲載します
質疑の一部を
要旨のみ掲載します

 
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

問　

ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例

制
定
に
関
し
て
、
こ
の
事
業
で

の
寄
付
金
の
主
な
充
当
先
は
。

一
瀬
企
画
課
長　

主
に
福
祉
と

教
育
に
充
て
て
い
る
。

問　

返
礼
品
の
還
元
率
は
。

企
画
課
長　

総
務
省
の
通
達
に

沿
い
３
割
以
下
で
あ
る
。
配
送

料
・
事
務
費
が
１
割
ほ
ど
か
か

り
、
町
に
は
５
〜
６
割
が
寄
付

と
し
て
入
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
収
支
は
。

企
画
課
長　

平
成
20
年
度
以
降

平
成
29
年
度
ま
で
の
合
計
で
、

本
町
へ
の
寄
付
は
約
９
０
０
０

万
円
。
町
民
の
町
外
へ
の
寄
付

は
約
９
０
０
万
円
。
29
年
度
、

本
町
へ
の
寄
付
は
約
４
８
０
０

万
円
。
町
外
へ
の
寄
付
は
約
４

６
０
万
円
で
あ
る
。

問　

返
礼
品
の
品
目
は
。

企
画
課
長　

１
９
０
品
目
以
上

で
あ
る
。

問　

返
礼
品
の
選
考
方
法
は
。

企
画
課
長　

当
初
は
担
当
課
で

検
討
。
昨
年
度
か
ら
町
内
業
者

の
意
見
を
聞
い
て
進
め
て
い

る
。

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

問　

応
募
者
数
は
。

企
画
課
長　

協
力
希
望
者
は
４

名
（
組
）。
そ
の
う
ち
１
名
が

受
け
入
れ
業
者
と
合
意
し
た
。

 

若
者
定
住
促
進
住
宅
補
助
制
度

問　

補
助
金
の
内
容
は
。

企
画
課
長　

町
内
に
住
宅
を
取

得
し
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
40
歳

以
下
で
あ
れ
ば
原
則
50
万
円
。

小
学
生
以
下
の
第
１
子
に
10
万

円
、
第
２
子
以
降
20
万
円
。
さ

ら
に
転
入
時
に
軽
自
動
車
を
町

内
に
変
更
登
録
し
た
場
合
１
台

２
万
円
。
祖
父
母
と
同
居
で
10

万
円
。
最
大
１
０
０
万
円
ま
で

の
補
助
と
な
る
。

　

本
年
度
31
件
１
０
８
名
の
申

請
が
あ
り
、
う
ち
18
件
60
名
が

他
町
か
ら
転
入
し
て
い
る
。

問　

就
職
先
の
紹
介
や
補
助
金

の
増
額
も
含
め
町
の
人
口
増
に

つ
な
が
る
方
策
を
。

町
長　

本
制
度
の
導
入
後
転
入

が
増
え
、
人
口
自
然
減
が
補
わ

れ
て
い
る
。
制
度
の
一
層
の
充

実
を
検
討
す
る
。

 
保
育
所
費

問　

光
熱
水
費
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業

者
選
考
方
法
は
。

海
沼
保
育
課
長　

複
数
業
者
か

ら
の
見
積
も
り
入
札
に
よ
る
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

開催日
12/6

平成31年２月１日発行　第54号 4

◇所管：企画課、総務課、財政課、政策推進課、町民課、税務課、いきいき健康課、福祉支援課、保育課、
　議会事務局、出納室、三珠支所及び六郷支所

◎…委員長　○…副委員長

秋山豊彦　　　　〇笠井辰生　　 川崎充朗　　　◎笠井雄一　　 松野清貴　　三神貞雄　　　村松武人
あきやま　とよひこ かさい　たつお かわさき　みつあき かさい　ゆういち まつの　きよたか みかみ　さだお むらまつ　たけひと

常任委員会常任委員会

いちかわみさと議会だより５

 

簡
易
水
道
事
業
設
置
条
例
の
改
正

問　

対
象
地
区
の
給
水
人
口

は
。

望
月
生
活
環
境
課
長　

岩
下
地

区
は
７
世
帯
11
人
、
寺
所
地
区

は
３
世
帯
４
人
で
あ
る
。

 

安
全
安
心
対
策
費

問　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

リ
ー
ス
料
追
加
の
要
因
は
。

立
川
防
災
課
長　

旧
町
か
ら
の

据
え
置
き
状
態
が
続
き
、
県
内

の
業
者
が
２
社
と
少
な
く
、
安

全
基
準
の
見
直
し
で
価
格
が
２

倍
と
な
っ
た
。

 

農
業
振
興
費

問　

特
産
品
成
分
分
析
調
査
委

託
の
内
容
は
。

丹
沢
農
林
課
長　

人
間
と
同
じ

味
覚
を
持
っ
た
セ
ン
サ
ー
に
よ

る
う
ま
味
等
の
検
査
。
こ
の
分

析
機
器
を
所
有
し
て
い
る
業
者

を
検
討
し
て
い
る
。

問　

分
析
は
何
を
何
回
行
う
の

か
。

農
林
課
長　

今
回
は
大
塚
に
ん

じ
ん
、ご
ぼ
う
等
の
根
菜
類
で
、

分
析
回
数
は
１
回
で
あ
る
。

　

将
来
は
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
事

業
化
を
検
討
し
て
い
る
。

 

林
業
振
興
費

問　

特
定
鳥
獣
捕
獲
実
績
謝
礼

の
追
加
理
由
は
。

農
林
課
長　

当
初
の
見
込
み
を

上
回
る
被
害
発
生
の
た
め
、
猟

友
会
と
検
討
し
た
中
で
、
イ
ノ

シ
シ
１
０
０
頭
、
シ
カ
１
０
０

頭
、
サ
ル
８
頭
を
見
込
ん
だ
追

加
で
あ
る
。

 

道
路
新
設
改
良
費

問　

町
道
矢
作
上
野
線
改
良
工

事
、Ｊ
Ｒ
工
事
協
定
負
担
金
の

減
額
理
由
は
。

塩
沢
土
木
整
備
課
長　

毎
年
事

業
を
進
め
る
中
で
変
更
等
も
あ

り
、
全
体
事
業
費
が
確
定
し
た

こ
と
で
減
額
と
な
っ
た
。

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
費

問　

篭
鼻
川
浦
線
の
事
業
の
今

後
の
見
通
し
は
。

渡
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

全
体
の
進
捗
率
は
86
％
で
あ

り
、
33
年
度
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
い
る
。

教
育
土
木
常
任
委
員
会

開催日
12/10

◇所管：防災課、施設建設課、農林課、商工観光課、生活環境課、土木整備課、
　　　　まちづくり推進課及び教育委員会

齋藤美佐　　〇小川好一　　 髙尾　貫　　◎丹澤　孝　　有泉　希　　　 秋山詔樹　　一瀬　正
さいとう　みさ おがわ　よしかず たかお　とおる たんざわ　たかし ありいずみ　たかし あきやま　のりき いちのせ　ただし



平
成
29
年
度
一
般
会
計
、
し
尿
処
理
事
業
特
別

会
計
、
火
葬
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
３
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
議
長
選
挙
で
は
、
本
町
の

三
神
貞
雄
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

（
報
告　

一
瀬　

正
）

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
、
平
成
30

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
監
査
委
員
・
公
平

委
員
の
選
任
の
６
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
認
定
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
平
委
員
に
は
本
町
の
志
村
一
成
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。  

 
 

（
報
告　

川
崎
充
朗
）

三
郡
衛
生
組
合

第
２
回
定
例
会　

11
月
７
日

峡
南
衛
生
組
合

第
２
回
定
例
会　

10
月
24
日

一般会計
　歳　入 2,138万円
　歳　出 1,958万円
　差し引き 180万円
　本町の負担金 296万円
し尿処理事業特別会計
　歳　入 ２億3,356万円
　歳　出 ２億1,207万円
　差し引き 2,149万円
　本町の負担金 3,502万円
火葬事業特別会計
　歳　入 １億9,485万円
　歳　出 １億8,511万円
　差し引き 974万円
　本町の負担金 1,169万円

平成29年度　決算

一般会計
　歳　入 ４億　 725万円
　歳　出 ３億8,711万円
　差し引き 2,014万円
　本町の負担金 3,941万円

平成29年度　決算

会　報　告会　報　告

平成31年２月１日発行　第54号 6

　

専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
平
成
29
年
度
決
算

認
定
３
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
副
議
長
に
村
松
武
人
議
員
、
総

務
消
防
常
任
委
員
に
松
野
清
貴
議
員
、
秋
山
詔

樹
議
員
が
、
計
算
セ
ン
タ
ー
慈
生
園
常
任
委
員

に
は
村
松
武
人
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

（
報
告　

村
松
武
人
）

峡
南
広
域
行
政
組
合

第
２
回
定
例
会　

10
月
31
日

（万円未満は四捨五入）

一般会計
　歳　入 16億 7,400万円
　歳　出 16億 4,167万円
　差し引き 3,233万円
　本町の負担金 ３億6,038万円
介護保険特別会計
　歳　入 ２億3,237万円
　歳　出 ２億2,261万円
　差し引き 976万円
峡南ふるさと市町村圏特別会計
　歳　入 1,030万円
　歳　出 1,020万円
　差し引き 10万円

平成29年度　決算

いちかわみさと議会だより７

組 合 議組 合 議

（万円未満は四捨五入）

一般会計
　歳　入 4,591万円
　歳　出 4,293万円
　差し引き 298万円
　本町の負担金 294万円
ごみ処理事業特別会計
　歳　入 12億 4,550万円
　歳　出 11億 8,512万円
　差し引き 6,038万円
　本町の負担金 7,844万円
地区公園事業特別会計
　歳　入 971万円
　歳　出 847万円
　差し引き 124万円
　本町の負担金 67万円
老人福祉事業特別会計
　歳　入 3,864万円
　歳　出 3,733万円
　差し引き 131万円
　本町の負担金 245万円
勤労青年センター事業特別会計
　歳　入 4,856万円
　歳　出 4,612万円
　差し引き 244万円
　本町の負担金 446万円
し尿処理事業特別会計
　歳　入 ２億5,612万円
　歳　出 ２億4,107万円
　差し引き 1,505万円
　本町の負担金 本町は対象外

　

専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
平
成
29
年
度
決
算

認
定
１
件
、
条
例
制
定
２
件
、
平
成
30
年
度
補

正
予
算
２
件
で
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・

認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 （

報
告　

笠
井
雄
一
）

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

山山

合合

第
２
回
定
例
会　

10
月
22
日

（万円未満は四捨五入）

一般会計
　歳　入 ５億　527万円
　歳　出 ４億8,417万円
　差し引き 2,110万円
　本町の負担金 1,158万円
後期高齢者特別会計
　歳　入 1,021億 3,568万円
　歳　出 1,011億 1,646万円
　差し引き 10億 1,922万円
　本町の負担金 2億 3,629万円

平成29年度　決算

平成29年度　決算

　

監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
１
件
で
、
原
案
ど

お
り
本
町
の
松
野
清
貴
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、本
町
か
ら
は
議
長
に
村
松
武
人
議
員
、

議
会
運
営
委
員
の
副
委
員
長
に
有
泉
希
議
員
、

委
員
に
は
松
野
清
貴
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

（
報
告　

丹
澤　

孝
）

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団

第
２
回
臨
時
会　

10
月
26
日

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
、
ご
み
処
理
事
業
、

老
人
福
祉
事
業
、
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
事
業
、

し
尿
処
理
事
業
の
各
特
別
会
計
補
正
予
算
、
平

成
29
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
の
合
計
12
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
報
告　

小
川
好
一
）

第
２
回
定
例
会　

９
月
28
日

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合



町政を問う町政を問う

■一瀬　正 議員
１　遠藤浩県議の県議会報告第２３号によれば、新設高校の「校名は本年12 月から
募集され、明年６月に決定する予定」とあります。本町にとって校名は重大問題
ですが、校名問題はどのように進行しているのか伺います。  
２　県は平成 28 年度から女性起業家養成事業を進めています。市川三郷町として、
女性が事業を起こすのを応援する事業の創設についての方針を伺います。
３　田畑の耕作者の死亡や高齢化が原因で休耕田が増えています。休耕の田畑の活
用策が必要ですが、町の方針を伺います。
４　時代が移り変わる中で、平塩の正の木神社をはじめ、神社による管理が難しく
なってくると思います。町が公園として利用している場合の町としての管理策の
具体化が必要と考えますが、町の見解と方針を伺います。  
５　時代の変遷の中で、身寄りのない独居老人が増えています。これらの方たちに
関わる複雑な問題も発生しています。個人情報保護は鉄則ですが困難な状況にな
る前に、行政としての状況把握と緊急時への対応策が必要と考えますが見解と方
針を伺います。  
６　停電の時でも利用できる、町民に緊急情報が伝えられる防災ラジオの設置が必
要と考えますが、町の方針を伺います。  
７　放置されている土地による隣接住民への被害、迷惑解消のために、行政として
対応できる条例の制定が必要と考えますが町の方針を伺います。  

■笠井雄一 議員
１　本町の地域活性化への取り組みは

■秋山豊彦 議員
１　六郷地区の産業振興について  
２　町財政の現状と将来の見通しについて  
３　入札制度について  

■丹澤　孝 議員
１　町スポーツ関連事業の運営体制の検討について  
２　「新町公園」について  

■齋藤美佐 議員
1　コミュニティバスの現状と今後の方向性について  
２　福祉タクシー券の配布年齢の引き下げを

平成 30年　第４回定例会　5人の議員が質問

一
般
質
問

平成31年２月１日発行　第54号 ８

（
顔
写
真
は
年
１
回
の
掲
載
で
す
）

問　

統
合
に
よ
り
新
設
さ
れ
る

高
校
の
名
称
は
公
募
さ
れ
、
６

月
決
定
予
定
で
あ
る
。
用
地
提

供
実
績
な
ど
か
ら
も
、
高
校
所

在
地
と
し
て
「
市
川
高
校
」
と

な
る
様
要
望
す
べ
き
で
は
。

町
長　

県
教
育
長
に
対
し
、「
新

設
高
校
名
に
は
、立
地
す
る
『
市

川
』
の
名
称
を
含
む
こ
と
が
望

ま
し
い
」
と
の
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。
新
設
高
校
の
立
地
町

と
し
て
、
関
係
機
関
に
働
き
か

け
て
い
く
。

問　

県
が
進
め
る
女
性
起
業
家

養
成
事
業
を
、
町
の
施
策
と
し

て
取
り
入
れ
て
は
。

町
長　

女
性
に
特
化
し
た
事
業

は
な
い
が
、
町
事
業
と
し
て
の

「
特
産
品
事
業
拡
大
及
び
雇
用

促
進
事
業
」
に
対
し
、
女
性
を

含
む
複
数
の
活
用
が
毎
年
あ

る
。
今
後
制
度
の
さ
ら
な
る
充

実
に
努
め
る
。

問　

休
耕
田
を
活
用
す
る
た
め

の
町
の
施
策
は
。

町
長　

耕
作
放
棄
地
の
再
生
を

目
的
と
し
た
国
補
助
金
や
諸
制

度
の
活
用
、
㈱
ア
グ
リ
甲
斐
・

㈱
桑
郷
等
の
農
業
法
人
と
の
連

携
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

で
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
農

地
の
有
効
活
用
及
び
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
向
け
、
県
や
Ｊ
Ａ

な
ど
と
連
携
し
取
り
組
む
。

問　

町
が
神
社
な
ど
を
公
園
と

し
て
利
用
し
て
い
る
場
合
の
管

理
策
は
。

町
長　

町
で
設
置
し
た
ト
イ
レ

や
遊
具
の
修
繕
な
ど
は
町
で
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
管
理

状
況
に
つ
い
て
、
全
町
的
な
調

査
を
行
う
。

問　

独
居
老
人
の
状
況
把
握
と

緊
急
時
支
援
に
関
す
る
町
の
取

り
組
み
は
。

町
長　

民
生
委
員
・
区
長
・
組

長
な
ど
に
地
域
と
町
を
つ
な
ぐ

橋
渡
し
役
を
お
願
い
し
、
福
祉

支
援
課
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
窓
口
と
な
り
対
応
し
て
い

る
。

問　

放
置
さ
れ
て
い
る
土
地
へ

の
行
政
援
助
・
指
導
を
可
能
と

す
る
条
例
の
制
定
を
。

町
長　

現
在
は
、
荒
廃
し
た
農

地
や
山
林
の
苦
情
対
応
は
農
林

課
で
、
住
宅
地
で
の
雑
草
な
ど

の
繁
茂
や
ゴ
ミ
投
棄
な
ど
に
よ

る
環
境
面
・
衛
生
面
へ
の
対
応

は
生
活
環
境
課
で
、
そ
の
他
住

宅
地
で
の
対
応
は
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
行
っ
て
い
る
。
条
例

制
定
の
必
要
性
も
検
討
す
る
。

――県教育長への申し入れを行うなど
　　　　　　　　　　取り組んでいる ――
――県教育長への申し入れを行うなど
　　　　　　　　　　取り組んでいる ――

一
般
質
問 一瀬  　正 議員

新設高校名は
　「市川高校」となるよう活動を

いちかわみさと議会だより９
建設が開始された新設高校用地（左側建物は現市川高校校舎）



笠
井　

雄
一 

議
員

平成31年２月１日発行　第54号 10

一
般
質
問

問　

観
光
資
源
の
開
発
と
地
場

産
業
の
連
携
を
強
化
し
、
自
主

財
源
確
保
に
寄
与
す
る
産
業
振

興
対
策
を
明
確
に
す
べ
き
だ
が

ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

歳
入
歳
出
と
も
、
一
層

の
見
直
し
と
無
駄
を
省
い
た
事

業
展
開
に
傾
注
し
な
が
ら
、
賑

わ
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
新
規

事
業
に
は
最
小
限
の
公
費
投
入

で
最
大
限
の
民
間
活
力
の
活
用

が
で
き
る
よ
う
、
民
間
資
金
の

介
入
も
促
す
。

問　

地
域
力
を
生
か
す
具
体
的

方
策
は
。

町
長　

長
所
を
前
面
に
出
し
、

地
域
を
挙
げ
て
力
を
合
わ
せ
取

り
組
む
。
特
に
六
郷
イ
ン
タ
ー

周
辺
に
は
外
部
資
金
の
投
入
も

検
討
し
て
い
る
。

一
瀬
企
画
課
長　
＊
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や

Ｐ
Ｐ
Ｐ
な
ど
民
間
資
金
導
入
の

話
し
合
い
を
複
数
の
業
者
と
４

月
か
ら
進
め
て
い
る
。

問　

み
た
ま
の
湯
へ
の
入
館
者

数
は
。

町
長　

年
間
25
万
人
か
ら
26
万

人
。
今
後
大
き
く
伸
ば
す
こ
と

は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

問　

中
部
横
断
道
・
リ
ニ
ア
の

開
通
も
見
越
し
て
、
地
域
資
源

を
結
び
、
観
光
エ
リ
ア
化
す
る

た
め
に
も
宿
泊
施
設
を
整
備
し

滞
在
型
集
客
が
必
要
で
は
。

企
画
課
長　

六
郷
イ
ン
タ
ー
周

辺
と
み
た
ま
の
湯
周
辺
の
活
性

化
を
、
企
業
誘
致
や
宿
泊
施
設

の
整
備
も
含
め
民
間
資
金
導
入

の
協
議
を
し
て
い
る
。

―
―
 

民
間
活
力
の
活
用
を
図
る ―

―

本
町
の
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
は

＊
Ｐ
Ｆ
Ｉ（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ

　
　

ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
）

　

民
間
資
金
を
活
用
し
た
公
共
施
設

　

整
備

＊
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ

　
　

ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
に
委
ね
る

　

枠
組
み

問　

六
郷
地
区
の
人
口
減
少
対

策
産
業
振
興
に
つ
い
て
、
ど
の

様
な
方
策
を
講
じ
て
い
る
の

か
。

町
長　

六
郷
地
区
の
将
来
を
見

据
え
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
活
性

化
を
念
頭
と
し
た
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、

大
手
コ
ン
サ
ル
業
者
や
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
（
開
発
業
者
）
を
現

地
に
案
内
し
て
、
イ
ン
タ
ー
周

辺
の
開
発
の
可
能
性
を
検
討
し

て
お
り
、
今
後
と
も
継
続
し
て

努
力
し
て
い
く
。

問　

町
財
政
の
現
状
と
将
来
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

町
長　

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

資
す
る
事
業
を
遂
行
し
、
財
政

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
平
成
18
年
度
か
ら
２
期

に
わ
た
る
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

を
実
践
。
そ
の
結
果
、
財
政
健

全
化
指
標
と
な
っ
て
い
る
＊
将

来
負
担
比
率
も
、
平
成
19
年
度

に
１
４
９
・
７
％
で
あ
っ
た
も

の
が
、
平
成
29
年
度
決
算
で
は

１
１
０
・
１
％
ま
で
下
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

今
後
も
各
種
指
標
の
増
減
に

留
意
し
な
が
ら
、
財
政
健
全
化

を
進
め
る
取
り
組
み
を
実
践
し

て
い
く
。

問　

入
札
制
度
は
、
ど
の
様
な

基
準
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

財
務
規
則
に
よ
り
１
３

０
万
円
以
上
の
請
負
に
つ
い
て

は
原
則
入
札
に
付
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
予
定
価
格
が
概
ね

１
億
円
以
上
は
一
般
競
争
入
札

と
し
て
い
る
。

問　

一
般
競
争
入
札
の
参
加
資

格
、
基
準
、
企
業
数
は
。

町
長　

指
名
競
争
入
札
と
同
様

に
、
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
る
業
者
の
中
か

ら
と
し
て
い
る
。

　

基
準
に
つ
い
て
は
、
工
事
の

規
模
や
そ
の
難
易
度
に
応
じ
、

総
合
評
点
値
、
所
在
地
要
件
を

参
加
基
準
と
し
、
工
種
ご
と
に

定
め
て
い
る
。

　

企
業
数
は
町
の
明
確
な
基
準

は
な
い
が
、
多
く
の
業
者
が
入

札
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
配
慮

は
行
っ
て
い
る
。

一
般
質
問

秋 山 豊 彦 議員

六郷インター周辺の産業振興策は

―― 重点プロジェクトとして取り組んでいる ――

いちかわみさと議会だより11

＊
将
来
負
担
比
率

町
村
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た

め
国
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
４
つ
の

指
標
の
う
ち
の
ひ
と
つ
。
一
般
会
計
等

が
背
負
っ
て
い
る
借
金
が
、
一
般
会
計

の
標
準
的
な
年
間
収
入
の
何
年
分
で
あ

る
か
を
示
す
。
判
断
の
基
準
（
早
期
健

全
化
基
準
）
は
３
５
０
％
で
、
こ
れ
を

上
回
る
と
改
善
の
た
め
の
計
画
を
策
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

花伊電線跡地（岩間）



一
般
質
問

問　

ニ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
管
理
方
法
は
。

渡
邉
い
き
い
き
健
康
課
長　

受

付
や
清
掃
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ナ
ー
の
配
置
の
業
務
、
運
動
機

器
の
保
守
、
イ
ベ
ン
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
業
務
委
託
し
て
い

る
。

　

予
算
管
理
、
委
託
事
業
者
の

監
督
や
評
価
、
建
物
の
修
繕
は

町
で
行
っ
て
い
る
。

問　

現
在
町
の
担
当
課
で
主
管

す
る
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
市
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
業
務
委
託
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
が
。

町
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
川
三
郷

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
役
割
は
重

要
で
あ
り
受
け
皿
と
な
る
組
織

で
あ
る
。
現
在
も
一
部
事
業
の

委
託
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
も
さ
ら
な
る
可
能
性
を
探

る
中
で
、
行
政
の
効
率
化
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
市
川
三
郷
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
支
援
に
も
繋
げ
て
い

き
た
い
。

問　

新
体
育
館
の
管
理
方
法
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

森
川
生
涯
学
習
課
長　

委
託
す

る
こ
と
が
可
能
な
業
務
か
等
も

含
め
て
、
管
理
体
制
の
検
討
を

現
在
行
っ
て
い
る
。

問　

都
市
公
園
条
例
で
「
新
町

公
園
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
場

所
に
「
神
明
公
園
」
と
書
か
れ

た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
が
、

混
乱
す
る
の
で
統
一
し
た
方
が

良
い
の
で
は
。

町
長　

愛
称
を
募
集
し
た
結

果
、
平
成
11
年
に
「
神
明
公
園
」

と
選
考
さ
れ
た
。
名
称
の
統
一

に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
審
議

会
で
協
議
検
討
し
た
い
。

問　

公
園
南
端
に
は
、
町
施
設

と
し
て
公
衆
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
隣
接
す
る
場

所
に
新
高
校
の
正
面
玄
関
を
設

け
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

設
置
場
所
に
つ
い
て
、
県
に

問
題
提
起
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
が
。

町
長　

ト
イ
レ
利
用
者
の
利
便

性
や
新
設
高
校
の
景
観
へ
の
影

響
等
に
つ
い
て
、
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

町
ス
ポ
ー
ツ
事
業
は

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
核
と
し
た
体
制
構
築
を

―
―
 

具
体
的
役
割
分
担
の
検
討
を
進
め
る ―

―

丹  

澤  　

孝 

議
員
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一
般
質
問

問　

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
配
布

年
齢
を
88
歳
以
上
と
し
た
理
由

は
。

町
長　

旧
市
川
大
門
町
で
実
施

さ
れ
た
事
業
を
踏
襲
し
て
お

り
、
米
寿
の
お
祝
い
と
併
せ
て

配
布
し
て
い
る
。

問　

配
布
年
齢
の
引
き
下
げ
、

配
布
枚
数
の
増
加
の
考
え
は
。

町
長　

88
歳
未
満
の
方
も
、
ご

本
人
が
虚
弱
で
外
出
の
た
め
の

援
助
者
が
い
な
い
方
は
民
生
委

員
の
証
明
、
交
付
申
請
に
よ
り

タ
ク
シ
ー
券
の
発
行
が
さ
れ
て

い
る
。
予
算
の
関
係
も
あ
る
の

で
、
年
齢
を
引
き
下
げ
た
場
合

の
計
算
を
し
っ
か
り
行
い
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
る

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

の
改
善
、
増
発
を
含
め
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。

町
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
交
通
空
白
地
域
の
解
消
と

公
共
交
通
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
容
易
に
す
る
た
め
に
運
行

し
、Ｊ
Ｒ
身
延
線
の
利
用
を
補

充
す
る
も
の
。
地
元
の
タ
ク

シ
ー
業
者
の
営
業
を
脅
か
す
よ

う
な
運
営
は
で
き
な
い
。
民
間

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
も
、
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
た

だ
け
て
お
り
、
よ
り
利
用
者
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
、Ｐ
Ｒ

や
支
援
を
し
て
い
く
。

問　

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
利
用
状
況
は
。

立
川
防
災
課
長　

町
内
で
４
路

線
が
運
行
。
山
保
線
は
一
日
平

均
11
・
１
人
、
六
郷
線
（
鰍
沢

口
駅
〜
つ
む
ぎ
の
湯
）
22
・
92

人
、
六
郷
循
環
線
22
・
42
人
、

三
珠
線
は
３
・
78
人
の
利
用
が

あ
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運

行
さ
れ
て
い
な
い
地
域
は
町
内

に
ま
だ
あ
る
が
、
運
行
に
よ
り

多
く
の
費
用
が
必
要
と
な
る
た

め
、
ミ
ニ
バ
ン
、
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。

一
瀬
企
画
課
長　

新
た
な
手
立

て
を
考
え
る
段
階
に
来
て
い
る

と
思
う
。
タ
ク
シ
ー
業
者
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
方
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

齋 藤 美 佐 議員

福祉タクシー券の配布年齢の引き下げを

――可能条件等調査し検討していく ――

いちかわみさと議会だより13



平成31 年２月１日発行　第54号

●
町
道
路
線
の
認
定

　

宅
地
分
譲
に
伴
い
、
公
衆
用
道
路
と
し

て
町
に
＊
寄
付
採
納
の
申
し
出
が
あ
っ
た
本

村
支
線
８
号
線
で
、
教
育
土
木
常
任
委
員

会
の
現
地
視
察
の
う
え
、
決
議
さ
れ
た
。

14

議会広報モニター委嘱式（任期）平成30年12月から２年間

三珠地区
　一瀬　　隆 氏（上野）

　関部　君男 氏（上野）

　長田　祐子 氏（大塚）

市川大門地区
　村松　　実 氏（市川大門）

　村上　有紀 氏（市川大門）

　若尾かな江 氏（市川大門）

　大木　和人 氏（市川大門）

　広瀬宇田子 氏（黒沢）

　小池　一史 氏（黒沢）

六郷地区
　笠井みゆき 氏（楠甫）

　芦澤悠紀枝 氏（落居）

　笠井　尚美 氏（岩間）

※

寄
付
採
納

　

民
間
業
者
が
、
町
道
認
定
の
基
準
に
則
り
排
水
路
、
上

下
水
道
管
、
舗
装
を
敷
設
す
る
。
幅
員
４
．０
ｍ
以
上
。

延
長
に
よ
り
回
転
広
場
を
設
け
る
な
ど
種
々
規
制
が
有

り
、
議
会
が
承
認
し
町
道
と
な
る
。

　12 月 14 日、いちかわみさと議会広報モニター委嘱式が開催され、12 名のモ
ニターが選任されました。
　議長より、委嘱状が一人ひとりに手渡され、その後、議会広報についての意見交
換が行われました。
　各モニター様より、ご意見やご指摘をいただき、議会と町民の皆さんがより近く
なり、町民の皆様に見やすく、より親しまれる議会だよりとなりますよう編集委員
一同心がけてまいります。

三珠地区上野本村

議会広報モニターのみなさま

　●承認（１件）：　平成30年度 　　結　果
一般会計補正予算 (第 11号 ) 承認・全会一致
　●条例の制定（1件） 　　結　果
ふるさと納税基金条例 可決・全会一致
　●条例の改正（3件） 　　結　果
簡易水道事業の設置等に関する条例中改正 可決・全会一致
町長、教育長の給与及び旅費条例中改正 可決・全会一致
職員給与条例中改正 可決・全会一致
　●補正予算（14件）：　平成30年度 　　結　果 
一般会計補正予算 (第 12号 )( 第 13号 ) 可決・全会一致
国民健康保険特別会計補正予算 (第 3号 )( 第 4号 ) 可決・全会一致
介護保険特別会計補正予算 (第 4号 )( 第 5号 ) 可決・全会一致
訪問看護ステーション西八代特別会計補正予算 (第 2号 )( 第 3号 ) 可決・全会一致
簡易水道特別会計補正予算 (第 3号 )( 第 4号 ) 可決・全会一致
公共下水道事業特別会計補正予算 (第 3号 )( 第 4号 ) 可決・全会一致
後期高齢者医療特別会計補正予算 (第 2号 )( 第 3号 ) 可決・全会一致
　●同意（1件） 　　結　果 
教育委員会委員の任命につき同意を求める 同意・全会一致
　●諮問（１件） 　　結　果
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める 適任・全会一致
　●その他議案（１件） 　　結　果 
町道路線の認定 可決・全会一致

第4 回定例会（12月４日～１４日）審議結果

いちかわみさと議会だより15

次回定例会は平成31年３月に予定されています。

　　傍聴の定員　本会議　　３０人　　委員会　　８人
◆12月定例会の傍聴実績（のべ人数）
　　本会議　６２人　　委員会　３人
　　　※町のホームページから議会本会議の会議録が
　　　　閲覧出来ます。
　　　　検索機能もあり便利です。是非ご利用下さい。
◆会議録検索システム利用件数
　　平成３０年１月から１２月まで　　４,930件
◆お問い合わせ　　　議会事務局　☎055-272-1108

議会傍聴におでかけください

　

人　
　

事

○
教
育
委
員
会
委
員

　
　

笠
井　

庸
子 

氏
（
岩
間
）

○
人
権
擁
護
委
員

　
　

望
月　

良
美 

氏
（
三
帳
）



　平成 14 年から楽しく開催しています。毎回、時代の流れで大きなニュースを取り上げるよ

うにしています。また、頭を使って簡単な脳トレをしたり、絵を描いたり、大きな声を出し

て身体を動かしたり、体操や踊りをします。ご飯の時間が何よりの楽しみ！

 お友だちとお誘い合わせのうえ、お気軽にお越しください。

　平成 14 年から始まった生きいきサロン。皆さんで歌を歌ったり体操をしたり、季節に合わ

せた作品作りをします。お茶のみタイムが何よりの楽しみです。顔を見ると、「わっはっは !!」

と笑いヨガも好評でした。また、さまざまな情報交換が認知症予防につながり、心のケアが

できます。

　どなた様もお気軽に

ご参加ください。

　

平
成
最
後
の
お
正
月
は
穏
や
か
に

過
ご
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

人
口
減
少
の
克
服
へ
の
と
り
く
み

を
特
集
し
た
町
の
広
報
12
月
号
を
、

「
輝
く
笑
顔
い
ち
か
わ
み
さ
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
講
師
の
埼
玉
大
石

阪
督
規
教
授
に
ご
覧
頂
い
た
と
こ

ろ
、
講
演
の
な
か
で
も
取
り
上
げ
て

褒
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自
己
肯

定
感
を
持
ち
、
プ
ラ
ス
思
考
が
あ
っ

て
こ
そ
町
は
発
展
し
、
人
は
元
気
に

な
る
と
。

　

た
と
え
課
題
は
多
く
と
も
一
つ
ひ

と
つ
前
向
き
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発

想
で
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
も
の
で

す
。

（
笠
井　

記
）

  

議
会
広
報
編
集
特
別
委
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会
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みんなのページみんなのページ

日　時：第２月曜日

　　４月～９月

　　　午前 10 時～

　　10 月～３月

　　　午後１時 30 分～

場　所：八乙女公民館

参加費：100 円

代表者：遠 藤 菊 枝

日　時：第３水曜日

　　　午前 10 時～正午

場　所：

　ふれあい生きいきサロン

　　　　　（八幡公民館）

参加費：100 円

代表者：松 下   聖

生
き
い
き
サ
ロ
ン
む
つ
み
会

八
幡
生
き
い
き
サ
ロ
ン
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